
会場周辺の地図
横浜

横浜新道

品濃橋

東戸塚駅

上品濃公園

湘南
医療大学

老健

西口

ふれあい
東戸塚
ホスピタル

「東戸塚駅」西口から
無料シャトルバス５分 
（徒歩では駅から1５分）

交通アクセス交通アクセス

完全予約制
定員20名
（７名未満の場合は中止）

会場（当院）にてお聞きいただく講座です

ふれあい東戸塚ホスピタル
☎045-827-2637（代表）
横浜市戸塚区上品濃16ｰ８

お問合せ・ご予約

　膝痛の原因は一つではありません。足に
痛みを抱えると、外出する意欲もなくなり、
生活が一変してしまう方もいます。リハビリ
の国家資格をもつ当院の理学療法士が、
膝の痛みのさまざまな原因とその対策、さ
らに予防法をわかりやすく解説します。

膝の痛みのメカニズム～対策と予防～ 再講演の演題

医学講座
参
加
無
料

会場：ふれあい東戸塚ホスピタル ２階 会議室

ふれあい東戸塚ホスピタル   伊藤 雅泰  理学療法士

日 時

講 師

12月26日（木）13：00～14：00※

※開催日時は変更になる場合があります。予約時にご注意ください。

会場（当院）にてお聞きいただく講座です

会場周辺の地図

京急線

久
良
岐
公
園

磯子駅
16

屏風浦駅

環
状
２
号

康心会
汐見台病院

汐見台交番前

路線バスで
「汐見台ストアー前」
下車、徒歩２分

交通アクセス交通アクセス

磯子駅・屏風浦駅・
上大岡駅などから
ご利用ください
  ※時間帯にご注意を。

病院無料バス病院無料バス

康心会汐見台病院
☎045-761-3581（代表）
横浜市磯子区汐見台１ｰ６ｰ５

お問合せ

　目の中の「水晶体」は、年齢とともに白く
濁っていきます。これによって視力が低下
する病気が白内障です。生活の質に大きく
影響する病気として知られていますが、適
切な治療を受けることで治ります。手術や
術後のケアについて、眼科医が解説します。

白内障について  手術を迷っていませんか？　

医学講座
参
加
無
料

会場：康心会汐見台病院 ５階 会議室
日 時

講 師 康心会汐見台病院　
          眼科 科長    金田 英蘭  医師

12月16日（月）14：00～15：00

詳細または
ご応募は
こちらから
　　▶▶▶

一般病棟

産婦人科病棟

回復期リハビリ
テーション病棟 小児科病棟

障害者病棟康心会汐見台病院

磯子区汐見台1-６-５
ケアミックス型の総合病院

（担当／総務課 赤岡）お問合せ 045 -761-3581

看護師を大募集！常勤

経験に応じて優遇
月給240,200円～

（総務課）同院
詳細は、下記へお問合せください。またはQRコードから内容をご確認ください。

045-827-2637 ht-hosp@fureai-g.or.jp

MSW
急募！急募！ ふれあい東戸塚ホスピタル

■ 社会福祉士の資格をお持ちの方
■ 保育所完備で、子育て世代も安心！
■ 東戸塚駅から楽々、無料バス通勤♪

書類 面接選考

横浜市の死亡者数

循環器疾患は９千人
年を重ねるごとに危険

〜心臓の不安に答えます〜

胸痛だけで判断しないで
取材協力／ふれあい東戸塚ホスピタル

る
専
門
科
で
す
。

　

息
苦
し
さ
な
ど
の
自
覚
症
状
が

あ
る
場
合
だ
け
で
な
く
、
健
康
診

断
で
心
電
図
の
異
常
や
高
血
圧
な

ど
を
指
摘
さ
れ
た
方
は
、
循
環
器

の
疾
患
を
抱
え
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
疲
れ
や
す
さ

や
め
ま
い
だ
け
で
も
、
循
環
器
内

科
の
診
察
対
象
に
な
り
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

循
環
器
疾
患
は
、喫
煙
や
飲
酒
、

日
頃
の
食
事
内
容
、
運
動
習
慣
な

ど
と
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
薬

に
よ
る
治
療
を
考
え
る
だ
け
で
な

く
、
ま
ず
生
活
習
慣
を
改
善
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
」。

■
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・８
２
７・２
６
３
７
㈹

横
浜
市
戸
塚
区
上
品
濃
16
の
８

て
い
る
の
で
す
が
…
。

　
（
田
中
医
師
）「
心
臓
病
の
中
で

も
有
名
な
『
心
筋
梗
塞
』
は
、
そ

の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
激
し
い
胸
痛

を
抱
え
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
人

が
多
い
の
で
す
が
、
実
は
人
に

よ
っ
て
痛
み
の
程
度
が
か
な
り
異

な
り
ま
す
。
は
っ
き
り
と
症
状
が

出
な
い
方
も
い
る
ほ
ど
で
す
。
し

か
し
、
自
覚
症
状
の
強
さ
と
病
気

の
重
症
度
は
、
必
ず
し
も
一
致
し

ま
せ
ん
。『
こ
の
く
ら
い
大
丈
夫
』

『
も
う
少
し
様
子
を
み
よ
う
』
と

受
診
を
先
送
り
す
る
の
は
、
と
て

も
危
険
で
す
。
今
回
、
受
診
し
て

い
た
だ
い
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で

す
。
心
臓
に
不
安
を
感
じ
た
ら
、

で
き
る
だ
け
早
く
循
環
器
内
科
を

受
診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
」。

【
よ
く
あ
る
相
談
❷
】

　

胸
痛
や
息
苦
し
さ
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
最
近
疲
れ
や
す
く
な
り
ま

し
た
。
職
場
で
受
け
た
健
康
診
断

の
結
果
次
第
で
、
循
環
器
内
科
に

行
こ
う
と
決
め
て
い
ま
し
た
。

　
（
田
中
医
師
）「
循
環
器
は
、
体

液
を
循
環
さ
せ
る
た
め
に
働
い
て

い
る
器
官
で
あ
り
、
全
身
に
張
り

巡
ら
さ
れ
て
い
る
血
管
や
リ
ン
パ

管
、
血
液
を
全
身
に
送
っ
て
い
る

心
臓
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。
循
環

器
内
科
は
、
そ
れ
を
内
科
的
に
診

　

Ｊ
Ｒ
東
戸
塚
駅
西
口
か
ら
無
料

の
病
院
バ
ス
で
通
院
で
き
る
「
ふ

れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
に

は
、
循
環
器
内
科
の
外
来
が
あ
り

ま
す
。担
当
の
田
中
直
秀
医
師
に
、

診
察
で
よ
く
あ
る
相
談
内
容
を
紹

介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
よ
く
あ
る
相
談
❶
】

　
以
前
か
ら
動
悸
が
あ
り
ま
し
た

が
、
時
々
な
の
で
病
院
に
は
行
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
強
い
痛
み
は
な

く
、
心
筋
梗
塞
で
は
な
い
と
思
っ

レ
な
ど
）
や
屋
外
に
移
動
す
る
時

に
、
知
ら
ぬ
間
に
血
圧
が
急
激
に

変
動
し
、
心
臓
に
負
担
を
か
け
る

こ
と
（
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
）
な
ど

が
、
発
生
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。

ま
す
。
代
表
的
な
循
環

器
疾
患
の
一
つ
で
あ
る

「
急
性
心
筋
梗
塞
」
の

死
亡
割
合
で
は
、
70
歳

以
上
が
多
く
占
め
て
い

ま
す
＝
円
グ
ラ
フ
を
参

照
。
年
を
重
ね
る
ご
と

に
、
循
環
器
疾
患
に
注

意
が
必
要
で
す
。

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク

　

急
性
心
筋
梗
塞
は
、

寒
い
季
節
に
発
生
す
る
こ
と
が
多

く
、
寒
さ
で
心
臓
の
血
管
が
過
剰

に
収
縮
す
る
こ
と
が
、
背
景
に
あ

り
ま
す
。
暖
か
い
部
屋
か
ら
寒
い

部
屋
（
風
呂
場
、
脱
衣
所
、
ト
イ

　

横
浜
市
統
計
書
に
よ
る
と
、

２
０
２
２
年
の
死
亡
者
の
う
ち
、

循
環
器
系
を
死
因
と
す
る
死
者
数

は
、
９
３
４
８
人
と
さ
れ
て
い

横浜市統計書「人口動態調査結果 第12表 死亡の状況（2022年）」を基に作成

30代 0.3％

50代

60代

70代80代

90代
年
齢
不
明

40代 4％

10％

11％

23％36％

14％

横浜市
年齢層別割合 急性心筋梗塞の死亡者

少数点以下省略（30代を除く）

ふれあい東戸塚ホスピタル
循環器内科

田中 直秀 医師

シ
ニ
ア
生
活
を
充
実
さ
せ
る
ヒ
ン
ト

加
齢
に
よ
る
疾
患
を
ど
う
治
す
か

〜
白
内
障
や
緑
内
障
で
当
院
が
選
ば
れ
る
理
由
〜

患
者
フ
ァ
ー
ス
ト
主
義
の
眼
科
手
術

康
心
会
汐
見
台
病
院
　
金
田
英
蘭 
医
師

容
を
丁
寧
に
伝
え
、
寄
り
添
っ
た

診
療
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
。

2
医
師
や
看
護
師
だ
け
で
な
く
、

視
能
訓
練
士
（
国
家
資
格
）
が
所

属
し
、
専
門
性
の
高
い
眼
科
検
査

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

3
白
内
障
手
術
で
は
、
１
泊
２
日

を
基
本
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
い

る
こ
と
。
患
者
さ
ま
の
体
に
で
き

る
限
り
負
担
を
か
け
な
い
よ
う

に
、
極
小
切
開（
2.4
㎜
）の
手
術

を
採
用
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

4
術
後
の
経
過
ま
で
、
し
っ
か
り

と
ケ
ア
を
徹
底
し
て
い
る
こ
と
。

取
材
協
力
／
康
心
会
汐
見
台
病
院

☎
０
４
５
・
７
６
１
・
３
５
８
１
㈹

磯
子
区
汐
見
台
１
の
６
の
５

磯
子
駅
や
上
大
岡
駅
な
ど
か
ら
無

料
病
院
バ
ス
あ
り
・
駐
車
場
あ
り

ら
、
治
療
す
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
目
の
お
悩
み
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
患
者
さ

ま
一
人
ひ
と
り
の
病
状
を
適
切
に

判
断
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
目

の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

当
院
眼
科
の
特
徴
を
、
次
に
挙

げ
て
紹
介
し
ま
す
」。

〈
当
院
が
選
ば
れ
る
理
由
〉

1
国
立
大
学
で
長
い
期
間
に
わ

た
っ
て
研
究
を
重
ね
、
診
療
の
経

験
も
積
ん
で
き
た
眼
科
医
が
、
患

者
さ
ま
の
疾
患
ご
と
に
大
切
な
内

　
（
金
田
医
師
）「
当
院
の
眼
科
で

は
、
大
学
病
院
の
眼
科
学
教
室
と

連
携
し
、
白
内
障
を
は
じ
め
と
す

る
高
い
技
術
が
必
要
な
医
療
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
眼
科
疾
患
は
、

高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
病
気
と

関
係
が
深
く
、
当
院
で
は
患
者
さ

ま
の
全
身
状
態
を
考
慮
し
な
が

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
の
眼
科
に
は
、
医
学
博
士
で

あ
る
科
長
の
金
田
英
蘭
医
師
を
中
心
に
、
専
門
的
な

治
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
金
田
医
師
＝
12
月
16
日

㈪
に
医
学
講
座
を
開
催
＝
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

み
、
視
力
が
低
下
し
ま
す
。

白
内
障
の
根
本
治
療

　

白
内
障
の
診
断
は
、
細
隙
灯
顕

微
鏡
や
眼
底
鏡
な
ど
を
用
い
て
専

門
の
検
査
を
行
な
い
、
水
晶
体
の

混
濁
の
程
度
と
部
位
を
調
べ
ま

す
。
水
晶
体
の
濁
り
方
は
、
さ
ま

ざ
ま
だ
か
ら
で
す
。
表
面
か
ら
混

濁
が
始
ま
る
人
（
皮
質
白
内
障
）

も
い
れ
ば
、
水
晶
体
の
中
心
部
分

が
褐
色
に
硬
化
し
て
混
濁
す
る
タ

イ
プ
（
核
白
内
障
）、
水
晶
体
を

取
り
囲
む
膜
の
後
ろ
側
に
濁
り
が

生
じ
る
ケ
ー
ス（
後
嚢
下
白
内
障
）

も
あ
り
ま
す
。

　

根
本
治
療
に
は
、
超
音
波
乳
化

吸
引
術
が
あ
り
ま
す
＝
上
表
参

照
。
回
復
が
早
い
こ
と
を
特
徴
と

し
て
い
る
手
術
治
療
で
す
。

老
化
し
ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
を

抱
え
て
い
る
場
合
、
合
併
症
（
網

膜
症
）
で
白
内
障
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
外
傷
に
よ
る

白
内
障
の
発
症
も
あ
り
ま
す
。

　

白
内
障
で
は
、
光
を
異
常
に
ま

ぶ
し
く
感
じ
た
り
、
視
界
が
ゆ
が

　

白
内
障
は
、
目
の
中
に
あ
る
水

晶
体
が
濁
り
、
視
力
が
低
下
す
る

病
気
で
す
。
水
晶
体
は
、
カ
メ
ラ

の
レ
ン
ズ
の
よ
う
に
光
を
集
め
て

網
膜
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
鮮
明
な
視
界
を
得
る
役
割
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
水
晶
体
は

　

目
の
病
気
で
あ
る
「
白
内
障
」
を
起
こ
す
と
、
視

界
が
悪
く
な
り
、
生
活
の
質
が
下
が
り
ま
す
。
視
力

低
下
、
羞
し
ゅ
う
め
い
明
、
複ふ
く
し視
な
ど
を
生
じ
る
か
ら
で
す
。

前 嚢
角 膜

濁った水晶体濁った水晶体

超音波で破砕超音波で破砕

眼内に挿入眼内に挿入

後 嚢

人工レンズ

角膜を端の方から切開し、
水晶体の前嚢を切り取る

超音波で水晶体を砕き吸引し、
後嚢を残して取り出す

残した後嚢に
人工レンズを挿入する

１

２

３

白内障
手 術 超音波乳化吸引術

康心会汐見台病院
眼科 科長

金田 英蘭 医師
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【施設概要】土地・建物の権利形態：通常借家契約・自動更新条項あり/敷地面積：1044.57m2/延床面積：
5001.56m2（うち有料老人ホーム部分4640.92m2：鉄筋コンクリート造・地上9階建）/住居の権利形態：利
用権方式（返還金制度あり）/開設日：2024年7月1日/40室募集（全73室）/入居一時金：1,000万円～
7,080万円（１人）、夫婦の場合500万円追加/月額利用料：260,070円～（食費、光熱水費含む）/入居資格：
65歳以上の自立または要支援・要介護/事業主：（有）湘南ふれあいの園/広告有効期限：2024年12月31日

住宅型有料老人ホーム

シニアホテル横浜西口シニアホテル横浜西口 TELTEL

横浜市神奈川区鶴屋町３-32-４

045-755-7200
横浜ベイ
シェラトン

天理ビル
ヨドバシカメラ

県民センター

ビブレ

ジョイナス

河合塾

西口 東口

ルミネ

横
浜
駅

周辺MAP

A1
タイプ

A2
タイプ

A2
タイプ

通常

記念特価
12月末までのご予約で 12月末までのご予約で

入居一時金 1820万円 1000万円

A1 キッチン、ユニットバス
ほか

キッチン、トイレ、収納
ほか

19
㎡

19
㎡タイプ

通常

記念特価

入居一時金 2000万円 1200万円

エントランス 居室（シングルタイプ）

横浜駅
徒歩

８分
横浜駅
徒歩

８分

■ 全国有数のターミナル駅「横浜駅」に一番近い有料老人ホーム
■ 防災センターが夜間も稼働（早朝出発・深夜帰宅も自由）
■ 全室にキッチン・トイレ・非常用電源を標準装備
■ 現役シニアも通勤楽 （々最寄駅に電鉄５社が乗り入れ）
■ 65歳以上なら、どなたでも入居可能

オープン記念
入
居
一
時
金

・1000 万
円

万
円1200

シングル
 タイプ

限
定

アクセスの良さ
最上級

JR・東急線・京急線・
市営地下鉄・みなとみらい線

横浜駅 徒歩８分ま
で

シングル部屋、年内に入居可能！！
横浜市神奈川区鶴屋町／横浜駅西口へ徒歩で行ける最も近いシニアの住まい 見学会開催中！お電話でお申込みください住宅型有料老人ホーム

ふれあいグループ

 ◆電話（☎0467-88-1263担当/萩原）でのお問合せ・ご応募もOK！

～医療・介護・福祉・教育の関連施設（主に神奈川県内）でのお仕事をご案内～

まずはご応募から

お住まいと職場をマッチング‼
便利なQRコードでエントリーを！

追ってご連絡致します。
から

❶

❷ ふれあいグループご連絡を差上げます

などなど…

たくさんの
職種が
 あります♪

人事/経理
ドライバー

介護士

各種
に常勤

・非常勤あり

046-233-5110

看護師または准看護師

保育園が無料！

車通勤もOK♪

医療法人社団 
さがみ野中央病院
 （相鉄線「さがみ野駅」から徒歩5分）

募  集

勤務地

いずれかの
免許必須

地域病院（さがみ野中央病院）の看護師募集

応募はお電話またはQRコードから応募はお電話またはQRコードから

◀

勤務：磯子区,戸塚区,中区などの医療施設または学校での清掃業務　

わたしたちと一緒に働きませんか？

おそうじ好きさん！

パート
時給1162円

常 勤
要自動車免許

シニア活
躍

お問合せ…リード商会 清掃事業部　 080-7646-1764（菅原）

ふれあい横浜ホスピタルふれあい横浜ホスピタル 関内駅
徒歩３分！

看護スタッフ
詳細・応募は
こちらから

新メンバー大募集新メンバー大募集

増床のため

看護補助者
（看護師免許なし）

看護師

連絡先☎　 045（681）5101病院
代表

日勤・夜勤
   ともに急募
看護補助

者

勤務時間は応相談
お気軽にご相談ください

安定の仕事
医療・介護 消防設備点検系施設での

（株）エフ.アンド.ユアライフ
本社所在地：神奈川県茅ヶ崎市円蔵370

☎0467-84-6680
FandY@fureai-g.or.jp

甲種消防設備士 
普通自動車免許

募集
会社

応募
先

必須経験により給与を考慮　　多数の資格所有者は厚遇！
一次選考：書類

応募先（勤務地）

横浜市泉区中田南4-3-23
市営地下鉄「中田駅」から徒歩5分

045-803-3221
fcl-izumi@fureai-g.or.jp

選考方法
書類選考
面接

人物重視で採用します！

ふれあいクリニック泉 総務課（事務）月給23万円～
〈経験10年例〉事務

常勤スタッフ募集！
（医療業界の経験不問）

30代
活躍中！

　
○
…「
当
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ

は
、
受
診
者
さ
ま
に
対
す
る
気
遣

い
は
も
ち
ろ
ん
、
職
員
同
士
を

思
い
や
る
姿
勢
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
円
滑
な
現
場
は
、
良

い
健
診
環
境
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
」。
健
康
診
断
の
専
従
医

師
と
し
て
、
今
年
の
春
に
着
任
し

ま
し
た
。「
横
浜
が
好
き
で
岐
阜

県
か
ら
赴
任
し
ま
し
た
が
、
い

ざ
診
察
し
て
み
る
と
メ
タ
ボ
の
多

さ
に
驚
き
ま
し
た
。
健
診
医
と

い
う
立
場
を
最
大
限
に
活
か
し
、

生
活
習
慣
の
適
正
化
を
広
め
て

い
き
ま
す
」。
こ
れ
ま
で
中
部

地
方
の
大
学
病
院
な
ど
で
、
外

科
部
長
や
副
院
長
、
健
診
セ
ン

タ
ー
長
を
務
め
て
き
ま
し
た
。

　
○
…「
自
分
の
人
生
を
背
負
っ

て
患
者
さ
ま
を
診
て
き
た
」
と

話
す
外
科
医
時
代
に
は
、７
０
０

０
件
に
及
ぶ
手
術
を
担
当
。

「
36
年
間
の
執
刀
経
験
は
、
健

診
医
と
し
て
の
礎
に
な
っ
て
い
ま

す
。
読
影
の
場
面
で
は
、
モ
ノ
ク

ロ
平
面
の
Ｘ
線
写
真
で
あ
っ
て

も
、
頭
の
中
で
３
Ｄ
化
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て

受
診
者
さ
ま
に
お
伝
え
で
き
る

こ
と
は
多
く
、例
え
ば
血
管
の
形

ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
気
付
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
」。わ
か
り
や
す
く

説
明
す
る
姿
に
、
数
分
で
親
近

感
が
湧
く
人
は
多
い
は
ず
で
す
。

　
○
…
患
部
を
診
療
す
る
外
来

担
当
医
や
執
刀
医
と
は
異
な

り
、
健
康
の
指
導
的
役
割
が
大

き
い
の
が
健
診
医
で
す
。「
実

際
に
改
善
し
て
い
く
か
ど
う
か

は
、
受
診
者
ご
自
身
の
選
択
で

す
か
ら
、
そ
れ
を
尊
重
し
な
が

ら
、
将
来
に
向
け
た
よ
り
良
い

支
援
を
行
な
い
ま
す
」
と
、
優

し
い
笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。

この「人」に聞く

    

熟
練
の
手
術
眼
を
も
つ

　      

健
診
医
が
人
生
を
ア
シ
ス
ト

森岡 淳 医師
 （もりおか じゅん）　　　　

ふれあい横浜ホスピタル
 健康管理センター

日本外科学会 専門医
日本消化器外科学会 認定医

　　　　　　　　　　　　　  ほか

Ｊ
Ｒ
関
内
駅
ま
た
は
伊
勢
佐
木
長
者
町
駅
徒
歩
３
分

土
曜
日
も
Ｏ
Ｋ
の
健
康
診
断

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

月
〜
土
曜
日
ま
で
、
人
間
ド
ッ
ク
や
特
定
健
診
、

が
ん
検
診
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
「
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ

ス
ピ
タ
ル
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

横
浜
市
の
医
療
費
全
体
に
占
め

る
生
活
習
慣
病
の
治
療
額
の
割
合

は
、
30
．２
％
に
及
ん
で
い
ま
す

（
２
０
２
１
年
度
）。
生
活
習
慣
病

と
は
、
食
生
活
の
乱
れ
や
運
動
不

足
、
喫
煙
、
過
度
な
飲
酒
な
ど
が

発
症
・
進
行
に
大
き
く
影
響
し
て

受
け
に
な
る
前
ま
で
、
そ
の
怖
さ

を
知
ら
ず
に
身
に
付
い
て
し
ま
っ

た
乱
れ
た
生
活
習
慣
に
つ
い
て
、

こ
の
機
会
に
し
っ
か
り
と
向
き
合

い
、
ご
自
身
の
将
来
の
た
め
に
考

え
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
病
院
併
設
な

の
で
、
異
常
所
見
が
あ
っ
た
場
合

で
も
、
当
該
診
療
科
で
の
精
密
検

査
や
診
察
、
治
療
に
す
ば
や
く
対

応
で
き
る
健
診
施
設
で
す
。

■
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎︎
０
４
５・６
６
２・２
４
８
９

横
浜
市
中
区
万
代
町
２
の
３
の
３

ふ
れ
あ
い
健
康
友
の
会
価
格
あ
り

い
る
疾
患
の
総
称
で
、高
血
圧
症
、

糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
、
動
脈
硬

化
症
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

　

関
内
駅
南
口
か
ら
徒
歩
３
分
に

あ
る
「
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ

ル
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、

基
本
的
な
項
目
を
そ
ろ
え
た
健
康

診
断
の
ほ
か
、
詳
細
な
検
査
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
人
間
ド
ッ

ク
（
日
帰
り
・
宿
泊
）、
レ
デ
ィ
ー

ス
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
、
ま
た
は

自
治
体
な
ど
か
ら
送
付
さ
れ
る
受

診
券
を
使
っ
て
受
け
ら
れ
る
特
定

健
康
診
査
や
が
ん
検
診
な
ど
を
、

専
門
的
に
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

担
当
の
森
岡
淳
医
師
＝
今
号

「
こ
の
人
に
聞
く
」
で
紹
介
＝
は
、

次
の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
横
浜
の
街
を
歩
い
て
い
る
と
、

意
外
な
ほ
ど
『
メ
タ
ボ
な
方
』
と

す
れ
違
い
ま
す
。
私
は
健
診
医
と

し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
生
活
習

慣
病
患
者
を
減
ら
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
受
診

に
よ
っ
て
検
査
数
値
や
画
像
で
判

明
し
た
受
診
者
さ
ま
の
お
体
の
状

態
を
、
医
学
の
専
門
性
を
も
っ
て

必
要
な
情
報
を
し
っ
か
り
と
お
伝

え
し
て
い
ま
す
。

　

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
た

だ
結
果
を
詳
し
く
解
説
す
る
の
で

は
な
く
、『
こ
こ
で
健
康
診
断
を

受
け
て
良
か
っ
た
』
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
生
活
習
慣
を

改
善
し
て
い
く
ポ
イ
ン
ト
や
食
の

意
識
改
革
な
ど
を
、
具
体
例
を
挙

げ
な
が
ら
、
そ
の
方
の
心
に
響
く

お
話
を
す
る
こ
と
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
健
康
診
断
を
お

生活習慣病
（がん除く）
30.2％

がん
16.9％

その他

医療費の主な割合

横浜市ホームページを基に作成

横浜市
2021年度

検査画像の読影診断も行なう森岡医師

2



入試事務室

nyushi@sums.ac.jp
045-821-0115

■ 保健医療学部
■ 大学院
■ 専攻科

■ 薬学部 医療薬学科

看護学科
リハビリテーション学科
（理学療法学専攻／作業療法学専攻）

臨
床
一
貫
型
教
育

湘南医療大学

薬学部

グループ病院と連携した
臨床実習によって患者に
寄り添う薬剤師を養成湘南新宿ライン横須賀線

横浜
8分

大船
9分

藤沢
17分

新宿
42分東戸塚

JR東戸塚駅徒歩15分 

学校推薦型選抜Ⅱ期（指定校型・一般公募型）

12/15（日））
1 1 / 2 2（金）～1 2 /６（金）出願期間

選抜試験 理科（化学基礎・化学）、面接、書類審査

評点平均値 基準なし（一般公募型のみ）

専願・併願可専願・併願可

授
業
料

最大６年間適用

ま
た
は

免
除100％ 50％

特待生入学のチャンス！

受験生
応援
サイト

大学受験、
年内に決着。
薬学部薬学部

植 栽植 栽
スタッフ募集スタッフ募集

年齢制限なし 時給116２円 パート（非常勤） 必要な資格なし

シニア応援！

ふれあいファーム
医療機関の敷地庭園や草花のお手入れ

☎ 0467-88-1263
 recruit@fureai-g.or.jp

経験者
優遇

詳しくは

まで！ 勤務地：戸塚区上品濃お電話でご応募ください。
（メールでもOK）

◆60歳まで（定年制のため） ◆社保完備、医療補助あり ◆経験者、管理栄養士 優遇
調理師または栄養士調理師または栄養士正社員

ワークライフバランスが良好！医療・介護施設でのお仕事です。

電
話
応
募

面 

接

採
用
手
続
き

現
場
へ
！

東戸塚エリア
または
横浜市内の
医療・介護系施設080（9455）2394

担当/タケシロ

（株）メディカルフーズ
会社所在地：茅ヶ崎市西久保500

書類選考なしで即、面接！

急募

常勤スタッフ 数名

非常勤スタッフ 数名

介護職員初任者研修
（旧ホームヘルパー２級）

資格不問

横浜市鶴見区東寺尾4-4-22
ふれあい鶴見ホスピタル医療法人社団

康心会

給与などの詳細、申込みはこちらへ▼

tsurumi@fureai-g.or.jp
045-586-1717看護補助 お仕事の

いつの時代も求められる
安定の職種に就きませんか？

㈱フォーライフ企画0467-84-0167
時給UP
しました 詳しくはお電話で

訪問美容
病院や介護施設の方に、理美容サービスを提供するお仕事です。

横浜市内または湘南地域へ直行・直帰（10：00－17：00）

シ

ャ
ンプー カット

カ
ラ

ー パー
マ

2,000円

担
当
し
、
園
児
が
桑
の
葉
を
与
え

た
り
、
飼
育
容
器
の
掃
除
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、
生
命
の

尊
さ
を
実
感
す
る
だ
け
で
な
く
、

責
任
感
の
芽
生
え
と
な
る
側
面
を

も
ち
ま
す
。

　

同
園
の
坪
松
真
香
教
諭
は
、
次

　

園
児
一
人
ひ
と
り
の
成
長
を
丁

寧
に
見
守
り
な
が
ら
、
知
的
好
奇

心
を
育
む
幼
児
教
育
を
行
な
っ
て

い
る
横
浜
市
戸
塚
区
の
「
み
ど
り

幼
稚
園
」
で
は
、
夏
季
に
蚕
（
カ

イ
コ
）
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。

　

各
ク
ラ
ス
ご
と
に
30
匹
ほ
ど
を

貴
重
な
飼
育
体
験 

芽
生
え
た
責
任
感
と
命
の
尊
さ

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
み
ど
り
幼
稚
園

踊場駅

汲沢公園
1
ココ

戸塚高校
長
後
街
道

長
後
街
道

JR

踊場公園
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン

戸塚駅

幼保連携型認定こども園

神奈川県横浜市戸塚区汲沢2-26-14

☎045-881-2301

みどり幼稚園みどり幼稚園

好奇心は
成長。

みどり幼稚園では、
貴重な体験から得られる
学びを大切にしています

の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
毎
日
の
観
察
を
楽
し
み
に
し

て
、
園
児
た
ち
は
カ
イ
コ
を
育
て

て
い
ま
す
。
全
て
繭
に
な
る
こ
と

を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
が
、
残
念

な
が
ら
そ
の
前
に
一
生
を
終
え
て

し
ま
う
カ
イ
コ
も
い
ま
す
。
約
１

カ
月
間
の
飼
育
活
動
を
通
し
て
、

命
の
尊
さ
や
役
割
分
担
の
大
切
さ

な
ど
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

年
長
ク
ラ
ス
で
は
、
繭
に
色
を

塗
り
、
顔
を
描
い
た
り
鈴
を
付
け

て
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
成
し
ま

す
。
繭
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
を
喜
ん
で
身
に
付
け
て
い
る

園
児
の
笑
顔
も
、
当
園
な
ら
で
は

の
輝
い
た
表
情
に
な
っ
て
い
ま

す
」。

■
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

　
み
ど
り
幼
稚
園

☎
０
４
５・８
８
１・２
３
０
１

横
浜
市
戸
塚
区
汲
沢
２
の
26
の
14

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か
？

　
「
は
い
。
す
で
に
一
般
入
試
は

２
回
目
ま
で
、
推
薦
入
試
は
１
回

目
を
開
催
し
終
え
ま
し
た
が
、
３

回
目
の
一
般
入
試
と
２
回
目
の
推

薦
入
試
は
、
来
月
の
12
月
７
日
㈯

が
試
験
日
で
す
。

　

今
回
の
入
試
ま
で
は
年
内
に
合

否
が
判
明
す
る
の
で
、
今
年
中
に

進
路
を
決
定
で
き
ま
す
。
年
末
ま

で
に
進
学
先
を
決
め
た
い
方
に

は
、
絶
好
の
入
試
で
す
。
今
の
受

湘南医療大学附属下田看護専門学校
TEL0558-25-2211静岡県下田市柿崎289

11/30土 学校説明会 当日参加OK
13：00～16：00 過去問を贈呈

この日がNGの方は
個別相談会を
ご予約ください。

湘南医療大学附属下田看護専門学校

試験日 出願期間 発表日

第1回 一般入試

第2回 一般入試 第1回 推薦入試

第3回 一般入試 第2回 推薦入試

第4回 一般入試

第5回 一般入試 第3回 推薦入試

   9/7

  10/5

12/7

1/18

2/15

     8/1～9/3

   9/19～10/1

11/７～12/3

12/26～1/14

1/23～2/10

   9/18

  10/16

12/18

1/29

2/26

2025年入学 一般入試・推薦入試

すでに終了すでに終了
木土 水

水

水

土

土

火

木 火

木 月

験
生
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
入
試

を
終
え
て
、
残
り
の
高
校
生
活
を

満
喫
し
た
い
と
願
う
方
が
多
く
、

こ
の
入
試
を
ぜ
ひ
ご
利
用
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

︱
︱
︱ 

入
試
対
策
で
お
す
す

め
の
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
11
月
30
日
㈯
13
時
か
ら
開
催

す
る
学
校
説
明
会
で
は
、
試
験
の

出
題
傾
向
や
面
接
対
策
に
つ
い
て

解
説
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
参
加
さ

れ
た
方
に
は
入
試
の
過
去
問
題
集

を
贈
呈
い
た
し
ま
す
の
で
、
当
日

だ
け
で
な
く
、
帰
宅
後
も
有
益
な

試
験
対
策
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

　

︱
︱
︱ 

最
後
に
、
看
護
師
を

目
指
し
て
い
る
人
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
あ
れ
ば
、
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
看
護
師
に
な
り
た
い
！
と
強

く
思
う
気
持
ち
は
、
本
当
に
大
切

で
す
。
そ
の
よ
う
な
姿
勢
で
頑
張

る
方
を
、
本
校
で
は
全
力
で
応
援

し
て
い
ま
す
」。

■
湘
南
医
療
大
学
附
属

　
下
田
看
護
専
門
学
校

☎
０
５
５
８・２
５・２
２
１
１

静
岡
県
下
田
市
柿
崎
２
８
９

今
年
中
に
合
格
決
め
る
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス 

過
去
問
で
万
全
に
臨
め
る 　
月
入
試

湘
南
医
療
大
学
附
属 

下
田
看
護
専
門
学
校

　

看
護
師
に
な
る
た
め
の
専
門
的

な
知
識
や
技
術
の
習
得
だ
け
で
な

く
、
現
場
で
必
要
な
気
遣
い
や
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
励
ま
し
合
え
る

友
と
出
会
え
る
「
下
田
看
護
専
門

学
校
」
で
は
、
来
春
入
学
に
向
け

た
入
試
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
校
の
ス
タ
ッ
フ
に
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。

　

︱
︱
︱ 

貴
校
で
は
、
入
試
日

に
予
定
が
合
わ
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
次
の
回
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

12

ヒ
ル
ズ
東
戸
塚
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

現
場
と
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

調
整
の
迅
速
さ
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

ケ
ア
マ
ネ
の
専
門
性

正
し
い
介
護
の
提
案
者

状
況
の
分
析
ま
で
も

理
解
し
、
そ
れ
を
第
一
に
考
え
な

が
ら
プ
ラ
ン
に
反
映
し
て
い
く
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
利
用

者
さ
ま
は
も
と
よ
り
、
ご
家
族
の

心
に
も
寄
り
添
っ
た
支
援
が
大
切

に
な
り
ま
す
。
ご
家
庭
に
お
い
て

皆
さ
ま
が
無
理
の
な
い
介
護
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
、
状
況
に
合
っ

た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
調
整
し
、
よ

り
良
い
介
護
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

を
大
切
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｑ
．「
ヒ
ル
ズ
東
戸
塚
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
」
を
利
用
す
る
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
で
す
か
？

　

Ａ
．
神
奈
川
県
下
最
大
級
の
医

療
・
介
護
系
グ
ル
ー
プ
「
ふ
れ
あ

い
グ
ル
ー
プ
」
に
所
属
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
か
し
た
堅
実
な
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
る
こ
と
で
す
。
介
護

サ
ー
ビ
ス
先
だ
け
で
な
く
、
医
療

施
設
と
も“
顔
の
見
え
る
関
係
性
”

が
あ
り
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
間
の
連

携
は
速
や
か
で
、
急
な
依
頼
で

あ
っ
て
も
調
整
し
や
す
く
、
利
用

者
さ
ま
の
安
心
感
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
ご
信
頼
い
た
だ
き
、
あ

り
が
た
い
こ
と
に
、
長
く
ご
利
用

さ
れ
る
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

の
プ
ラ
ン
を
考
え
た
り
、
要
介
護

の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
の
申

請
手
続
き
な
ど
を
扱
っ
て
い
ま

す
。

　

Ｑ
．
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立
て
る
時

に
、
最
も
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
利
用
者
さ
ま
の
介
護
状
況

と
、
求
め
て
い
る
こ
と
を
正
確
に

　
Ｑ
．
具
体
的
な
ケ
ア
プ
ラ
ン
の

立
案
な
ど
、
執
務
し
て
い
る
事
務

所
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
私
た
ち
は
介
護
老
人
保
健

施
設
「
ヒ
ル
ズ
東
戸
塚
」
の
中
に

事
業
所
を
構
え
、
支
援
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
依
頼
を

受
け
た
利
用
者
さ
ま
や
ご
家
族
の

お
話
を
も
と
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
際
に
、頼
り
に
な
る「
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
ケ
ア
マ
ネ
）」。
利
用
者
の
元
へ
訪

れ
る
姿
を
多
く
目
に
す
る
彼
ら
が
、
拠
点
と
し
て
業

務
を
行
な
っ
て
い
る
事
務
所
（
ヒ
ル
ズ
東
戸
塚
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
）
に
て
、
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

て
い
る
人
が
、
専
門
知
識
を
も
っ

て
支
援
し
て
い
る
の
で
す
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
そ
の
言
葉

通
り
、
介
護
プ
ラ
ン
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
す
る
側
な
の
で
、
介
護
者

に
歩
行
訓
練
や
身
体
機
能
の
リ
ハ

ビ
リ
を
実
際
に
行
な
う
現
場
ス

タ
ッ
フ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
要
支

援
や
要
介
護
の
認
定
を
受
け
た
人

の
声
を
聞
き
、
必
要
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
選
定
し
て
適
切
な
介
護
計

画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
立
て
た
り
、

介
護
を
提
供
す
る
施
設
側
と
話
し

合
い
、
よ
り
良
い
内
容
に
な
る
よ

う
に
調
整
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
が
現
状
に
合
っ

て
い
る
か
を
定
期
的
に
見
直
す
こ

と
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）
も
、
大
事

な
職
務
で
す
。

に
、
専
門
的
な
視
点
で
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
を
計
画
・
調
整
し
た

り
、
自
治
体
へ
の
申
請
な
ど
に
つ

い
て
支
援
す
る
の
が
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
（
介
護
支
援
専

門
員
）
で
す
。

計
画
性
を
も
っ
て

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

は
試
験
や
講
習
が
あ

り
、保
険
制
度
の
ほ
か
、

介
護
、
福
祉
、
医
療
の

分
野
を
深
く
理
解
で
き

　

日
々
、
生
活
を
送
っ
て
い
る
場

（
自
宅
や
施
設
の
居
室
な
ど
）
で

介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
、

適
切
な
介
護
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

介護に関する専門性をもって適切
に支
援

要介護認定
の支援

介護保険
の

給付管理

サービス
事業者との
連絡・調整

ケアプラン
の作成

など
など

ケアマネジャー

齋藤博志
ケアマネジャー

茂木喜史
ケアマネジャー

介護相談
無料

各種手続
無料

ケアプラン
無料

ヒルズ東戸塚居宅介護支援事業所

045-827-2644
横浜市戸塚区上品濃16-7

ヒルズ東戸塚に併設   電話でのお問合せ可能

介護の悩み、何でもお気軽に
ご相談ください。

・介護サービスの利用を始めたい
・要介護の認定を受けたい
・家族に合う介護プランを立ててほしい

など

ヒル
ズ東戸

塚居宅介護支援事業所

キャプション
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会場（当院）にてお聞きいただく講座です

会場周辺の地図

大通り公園

地下鉄 関内駅
横浜

スタジアム

首都高速

横浜公園

関内駅

ふれあい
横浜

ホスピタル
地下鉄
伊勢佐木
長者町駅

ＪＲ「関内駅」または
地下鉄
「伊勢佐木長者町駅」
から徒歩３分

交通アクセス交通アクセス

事前予約制
申込み順15名まで

南
口

ふれあい横浜ホスピタル
☎045-681-5101（代表）
横浜市中区万代町２ｰ３ｰ３

お問合せ・ご予約

　腰椎疾患の中には、椎間板ヘルニアや
脊柱管狭窄症などでは説明できない症状
を呈するものがあります。特に、座り続けるこ
とが困難になる「中殿皮神経の絞扼」は、
頻度が高いものです。この病態をつきとめた
当院の青田医師ご本人が、生解説します。

腰がつらくて座り続けられない、中殿皮神経の絞扼（締めつけ）について

医学講座
参
加
無
料

会場：ふれあい横浜ホスピタル ２階 会議室

日 時

講 師 ふれあい横浜ホスピタル　
　　　   整形外科 部長    青田 洋一 医師

12月10日（火）14：00から

会場へ入場参加ができます〈事前予約制〉

会場周辺の地図会場周辺の地図

ふれあい
鶴見ホスピタル

新子安駅

首
都
高
速

京急線

池
谷
戸

公
園

JR

1
シャトルバス
乗り場
★

会場参加には
事前予約が必要
です（20名様まで）。
オンライン参加は、
当院ホームページで
視聴方法をご確認
ください。

ふれあい鶴見ホスピタル
☎045-586-1717（代表）
横浜市鶴見区東寺尾４ｰ４ｰ22

お問合せ・ご予約

　日々の生活において、ご自身のお体のこ
とをきちんと知っていると、さまざまな場面で
役立つようになります。今回は、当院の看護
課長が講師となり、健康寿命を延ばすため
の方法をお伝えします。講座の後に、ぜひ
ご家族でチャレンジしてみてください。

家庭で出来る体の健康チェック

参
加
無
料

医学講座

オンラインで
自宅視聴も！

会場：ふれあい鶴見ホスピタル １階 会議室
日 時

講 師
ふれあい鶴見ホスピタル 　
看護課長 木村 真知子 看護師

13：00～
      14：0012月18日（水）

研究費担当者を募集（所属・総務課）
「人のために生きる」未来の医療人を育成する大学でのお仕事です。

詳
細・ご
応
募
は
こ
ち
ら
▶

■ 学生の成長を肌で感じることができる職場
■ 研究に関する業務にご興味のある方は是非ご応募を！
■ 駅から徒歩圏内。シャトルバスの利用も可能。

大 学
事務職員

湘南医療大学
学校法人

湘南ふれあい学園 横浜市戸塚区上品濃16-48
〈最寄り /東戸塚駅〉

普通自動車免許
所有者は尚可

研究費業務経験者は優遇急募
綾瀬厚生病院ご応募・詳細看護師免許が不要のお仕事です ⬇

パートタイム
時 給

1300円～
ユニフォーム

貸与

医療費補助
 保育所あり

無 料

車通勤OK
 駐車場

看護の現場を支え、患者さまを支える

看護助手 募集
します

　

地
域
病
院
「
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で

は
、
支
援
や
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
、
自
分

に
適
し
た
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
ら
れ
る
「
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

定
を
受
け
な
が
ら
も
、
自
宅
で
生

活
を
送
っ
て
い
る
人
が
、
心
身
の

維
持
・
向
上
の
た
め
に
必
要
な
リ

ハ
ビ
リ
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

利
用
時
間
は
10
時
か
ら
16
時

で
、
自
宅
へ
の
送
迎
サ
ー
ビ

ス
も
あ
り
ま
す
（
無
料
・
中

区
以
外
は
応
相
談
）。
専
門

資
格
を
も
つ
ス
タ
ッ
フ
が
、

体
操
な
ど
を
楽
し
く
丁
寧
に

レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
い
ま
す
＝

上
写
真
。

転
倒
予
防
に
効
果
も

　

同
院
の
リ
ハ
ビ
リ
担
当
ス

タ
ッ
フ
は
、
次
の
よ
う
に
話

し
て
い
ま
す
。

　
「
ご
自
宅
生
活
を
送
っ
て

設
を
見
つ
け
た
ら
、
ま
ず
は
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
み

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

要
支
援
１
ま
た
は
２
の
人
が
、

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利

用
す
る
場
合
は
、
介
護
予
防
を
目

的
と
し
た
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
、
運
動
機
能
を
低
下
さ

せ
ず
、
寝
た
き
り
を
防
ぐ
内
容
が

メ
イ
ン
に
な
り
ま
す
。
自
主
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
が
中
心
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

要
介
護
（
１
〜
５
）
の
人
で
は
、

よ
り
多
く
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
内
容
に
な
る
の
で
、
日

常
生
活
動
作
の
維
持
・
回
復
の
た

め
の
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
に
加
え
て
、

介
護
度
に
沿
っ
て
、
例
え
ば
入
浴

の
介
助
な
ど
も
含
ん
だ
利
用
が
で

き
ま
す
。

い
る
高
齢
の
方
に
、
特
に
注
意
し

て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
転
倒
で

す
。
当
院
で
は
、予
防
の
た
め
に
、

身
体
機
能
の
低
下
や
運
動
不
足
を

解
消
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
療
法

士
が
お
一
人
お
ひ
と
り
の
適
切
な

運
動
量
で
組
み
立
て
て
い
ま
す
。

　

利
用
時
間
中
の
大
き
な
楽
し
み

の
一
つ
で
あ
る
昼
食
は
、
管
理
栄

養
士
が
自
信
を
も
っ
て
美
味
し
い

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
感
染
症
の
流
行
期
に
な
る
と

懸
念
さ
れ
る
ご
家
族
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
当
院
は
病
院
で

す
の
で
、
流
行
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
日
々
、
感
染
対
策
を
徹
底
し

て
い
ま
す
。
マ
ス
ク
の
着
用
や
頻

回
の
消
毒
、
利
用
者
さ
ま
同
士
の

距
離
の
確
保
な
ど
、
予
防
は
ず
っ

と
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

　

利
用
者
さ
ま
が
、
体
だ
け
で
な

く
心
も
健
康
に
な
っ
て
、
生
き
生

き
と
毎
日
を
送
れ
る
よ
う
に
、
当

院
で
は
サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
ま

す
」。　　
　
〈
取
材
協
力
／
同
院
〉

■
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・６
８
１・５
１
０
１
㈹

横
浜
市
中
区
万
代
町
２
の
３
の
３

ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
心
身
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま

す
。
社
会
と
関
わ
ら
ず
、
家
に
こ

も
り
き
り
に
な
っ
た
高
齢
者
の
孤

立
感
を
解
消
し
、
家
族
の
介
護
負

担
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ケ
ア
マ
ネ
に
相
談

　

し
か
し
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
場
合

は
、
対
象
が
限
ら
れ

て
い
ま
す
（
要
支
援

認
定
者
ま
た
は
要
介

護
認
定
者
）。
興
味

が
あ
る
リ
ハ
ビ
リ
施

　

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
の

建
物
の
中
で
提
供
し
て
い
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
」
で
は
、
要
支
援
（
１
〜

２
）
や
要
介
護
（
１
〜
５
）
の
認

　
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

と
は
、
自
宅
な
ど
で
日
常
生
活
を

送
っ
て
い
る
高
齢
者
が
、
施
設
に

定
期
的
に
通
っ
て
、
必
要
な
リ
ハ

ビ
リ
を
受
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

こ
と
で
す
。
身
体
機
能
の
訓
練
の

ほ
か
、
食
事
や
入
浴
な
ど
も
受
け

社会的支援が必要 部分的な介護が必要

軽度の介護が必要

中度の介護が必要

重度の介護が必要

最重度の介護が必要

生活に支援を要する

介護保険法における定義

要介護

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

要支援

要支援１

要支援２

介護認定

　
　

今
さ
ら
聞
け
な
い
⁉︎

　
　

利
用
対
象
の
大
前
提

高
齢
者
全
員
で
は
な
い

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

感
染
流
行
期
も
安
心
の
空
間
を

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

集
団
体
操
は
午
前
と
午
後
の
２
回
実
施

通所リハビリ

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

透
析
と
リ
ハ
ビ
リ
の
並
行
治
療

他
院
か
ら
の
転
院
受
入
れ
可
能

腎
臓
の
代
替
治
療

人
工
的
に
不
要
物
を
体
外
へ

透
析
の
し
く
み
を
紹
介

　

腎
臓
が
正
常
に
働
か
な
く
な
る
と
、
生
命
を
保
つ

た
め
に
治
療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
透
析
は
そ
の
一

つ
で
、腎
臓
機
能
の
一
部
を
代
替
す
る
治
療
法
で
す
。

　

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は
、
人
工
透
析
治

療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
透
析
を
担
当
し
て
い
る
ス

タ
ッ
フ
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。　
　
〈
取
材
協
力
〉

　

腎
臓
は
、
全
身
か
ら
運
ば
れ
て

き
た
血
液
を
ろ
過
し
、
尿
を
つ
く

る
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

体
内
の
水
分
量
を
調
節
し
た
り
、

ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
し
て
血
圧
を
整

え
る
機
能
も
有
し
て
い
ま
す
。

　

︱
︱
︱ 

透
析
治
療
は
、
毎
日

行
な
っ
て
い
ま
す
か
？

　
（
透
析
ス
タ
ッ
フ
・
以
下
同
）「
当

院
で
は
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の

毎
日
、
２
ク
ー
ル
（
午
前
・
午
後
）

で
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て

　

し
か
し
、
腎
臓
が
正
常
に
働
か

な
く
な
る
と
、
老
廃
物
や
水
分
が

適
切
に
排
泄
さ
れ
な
く
な
る
の

で
、
体
内
に
た
ま
り
続
け
て
尿
毒

症
や
心
不
全
を
起
こ
す
よ
う
に
な

り
ま
す
。

透
析
患
者
さ
ま
が
リ
ハ
ビ
リ
を
並

行
し
て
受
け
ら
れ
る
こ
と
も
、
当

院
の
特
徴
で
す
。
脳
卒
中
や
骨
折

な
ど
の
大
き
な
病
気
・
け
が
に
よ
っ

て
他
院
で
入
院
治
療
を
受
け
、
復

帰
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
を
必
要
と

し
て
い
る
場
合
で
も
、

当
院
へ
転
院
し
て
透

析
と
回
復
期
の
リ
ハ

ビ
リ
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
」

　
︱
︱
︱ 

な
ぜ
、
そ

の
よ
う
な
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
か
？

　
「
当
院
は
地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
て
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
、
障
害
者
施
設

等
入
院
病
棟
、
医
療
療
養
病
棟
を

備
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
所
属
の

医
療
ス
タ
ッ
フ
（
医
師
、
看
護

師
、
臨
床
工
学
技
士
、
管
理
栄
養

士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、

言
語
聴
覚
士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
な
ど
）
が
、
患
者
さ
ま
の
た

め
に
連
携
し
て
い
ま
す
。
透
析
だ

け
を
扱
っ
て
い
る
機
関
で
は
、
な

か
な
か
対
応
が
難
し
い
検
査
の
種

類
ま
で
、
実
施
で
き
る
医
療
環
境

が
当
院
に
は
あ
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱ 

回
復
期
の
リ
ハ
ビ
リ
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
ま
す
か
？

　
「
患
者
さ
ま
ご
と
に
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
組
み
、
立
位
や
歩
行
な
ど
、

日
常
生
活
動
作
が
向
上
す
る
よ
う

に
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
し
ま
す
」。

■
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎︎
０
４
５・５
８
６・１
７
１
７
㈹

鶴
見
区
東
寺
尾
４
の
４
の
22

完
全
で
は
な
い
こ
と
に
注
意

　

腎
臓
が
行
な
っ
て
い
る
「
体
内

の
老
廃
物
や
余
分
な
水
分
を
、
除

去
し
て
捨
て
る
」と
い
う
過
程
を
、

医
療
機
器
を
使
っ
て
人
工
的
に
行

な
う
の
が
、
透
析
で
す
。

　

血
液
透
析
で
は
、
体
内
の
血
液

を
一
度
、
外
に
出
し
て
、
フ
ィ
ル

タ
ー
（
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー
）
を
介

し
て
老
廃
物
や
余
分
な
水
分
を
取

り
除
き
、
き
れ
い
に
し
た
状
態
で

再
び
体
内
に
戻
し
ま
す
。

　

１
回
の
透
析
に
３
〜
５
時
間
程

度
か
か
り
、
週
２
～
３
回
の
頻
度

で
実
施
し
ま
す
。
本
来
は
腎
臓
が

休
ま
ず
に
行
な
っ
て
い
る
血
液
の

ろ
過
を
、
透
析
と
い
う
治
療
に

よ
っ
て
処
理
す
る
の
で
、
週
に
数

回
、
そ
し
て
数
時
間
を
要
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
す
。
さ
ら
に
透
析

は
、
腎
臓
の
役
割
を
完
全
に
補
う

も
の
で
は
な
い
の
で
、
日
頃
か
ら

食
事
の
管
理
や
服
薬
な
ど
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

血
液
を
ろ
過
す
る
流
れ

透
析
装
置

余分な水分

血液

老廃物

ポンプ

ダイアライザー

透析液

血
液血

液

廃
液

透
析
中
の
様
子　
＝
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
て
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